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(百万円未満切捨て)

１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 4,478 2.5 484 1.2 560 △0.9 355 △4.2

2025年３月期第１四半期 4,367 7.6 478 41.1 565 50.5 370 48.7
(注)包括利益 2026年３月期第１四半期 361百万円( 19.0％) 2025年３月期第１四半期 303百万円( △2.1％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 58.03 ―

2025年３月期第１四半期 60.58 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 20,957 12,001 57.2

2025年３月期 23,858 12,372 51.8
(参考) 自己資本 2026年３月期第１四半期 11,991百万円 2025年３月期 12,358百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 ― 0.00 ― 119.00 119.00

2026年３月期 ―

2026年３月期(予想) 0.00 ― 103.00 103.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 9,000 1.5 900 △8.8 950 △11.2 580 △12.1 94.79
通期 22,400 △1.9 3,350 △6.0 3,400 △7.5 2,100 △12.8 343.20

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 社（社名） 、除外 社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期１Ｑ 6,306,000株 2025年３月期 6,306,000株

② 期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 187,146株 2025年３月期 187,146株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 6,118,854株 2025年３月期１Ｑ 6,118,879株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ペー
ジ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国の経済は、雇用・所得環境の改善や、インバウンド需要の拡大等を背

景に緩やかな回復の動きはみられたものの、資源価格の高騰、物価上昇、世界的な通商政策を巡る不透明感や地政

学リスクの高まりなど、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

当社グループが属する業界においては、異常気象や大規模自然災害を背景に「国土強靭化」や「防災・減災」の

重要性が一段と高まっております。このような中、国が進める老朽化が進むインフラの維持・更新対策や防災イン

フラの整備等への対応を目的とした公共投資が底堅く推移する一方で、将来的な国内市場の縮小リスクや、資材・

原材料・エネルギー価格等の高騰による影響もあり、予断を許さない状況にあります。

このような経営環境下で当社グループでは、2035年を目標とする「ヤマウグループ長期VISION2035」と2024年４

月から2027年３月までを計画期間とする「中期経営計画 Plan C³」を策定いたしました。長期ビジョンの実現に

向けた１st Stageである「Plan C³」を「変革と創造への挑戦」期と位置付け、将来目線に立ったグループの構造

改革と成長戦略に取り組んでおります。

当第１四半期連結累計期間におきましては、インフラ整備工事への対応や、高騰する資材、原材料、物流費等の

販売価格への転嫁等に取り組んでまいりました。その結果、業績は、売上高は44億78百万円（前年同四半期比2.5％

増）、営業利益が４億84百万円（前年同四半期比1.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益が３億55百万円

（前年同四半期比4.2％減）となりました。

セグメントの経営成績を示すと次のとおりであります。

（コンクリート製品製造・販売事業）

コンクリート製品製造・販売事業の売上は、土木製品、景観製品、レジンコンクリート製品の販売によるもので

あります。当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は27億53百万円（前年同四半期比5.6％増）、セグメント利

益（営業利益）は５億26百万円（前年同四半期比22.4％増）となりました。

（水門・堰の製造及び施工並びに保守事業）

水門・堰の製造及び施工並びに保守事業の売上は、水門、除塵機、水管橋等鋼構造物の製造、施工並びにそれら

の保守によるものであります。当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は７億48百万円（前年同四半期比7.6％

増）、セグメント損失（営業損失）は18百万円（前年同四半期は営業利益36百万円）となりました。

（地質調査・コンサルタント業務及び土木工事事業）

地質調査・コンサルタント業務及び土木工事事業の売上は、地質調査及び地すべり対策工事並びに測量・設計業

務によるものであります。当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は４億32百万円（前年同四半期比26.5％

増）、セグメント利益（営業利益）は45百万円（前年同四半期は営業損失５百万円）となりました。

（橋梁・高架道路用伸縮装置の製造・販売・設置工事事業）

橋梁・高架道路用伸縮装置の製造・販売・設置工事事業の売上は、主に橋梁・高架道路用伸縮装置の製造・販

売・設置工事によるものであります。当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は４億28百万円（前年同四半期

比31.8％減）、のれん償却後のセグメント損失（営業損失）は80百万円（前年同四半期は営業利益13百万円）とな

りました。
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（コンクリート構造物の点検・調査、補修工事事業）

コンクリート構造物の点検・調査、補修工事事業の売上は、橋梁、トンネル等コンクリート構造物の点検・調査

業務の請負、補修工事・補強設計業務の請負によるものであります。当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高

は54百万円（前年同四半期比3.4％増）、セグメント損失（営業損失）は37百万円（前年同四半期は営業損失47百万

円）となりました。

（情報機器の販売及び保守事業）

情報機器の販売及び保守事業の売上は、主に金融機関向け業務処理支援機器及びその周辺機器の販売並びにそれ

らの保守事業によるものであります。当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は55百万円（前年同四半期比

88.1％増）、セグメント利益（営業利益）は５百万円（前年同四半期比13.9％減）となりました。

（不動産事業）

不動産事業の売上は、主に不動産の賃貸によるものであります。当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は

69百万円（前年同四半期比0.3％増）、セグメント利益（営業利益）は40百万円（前年同四半期比2.4％増）となり

ました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて16.6％減少し、140億26百万円となりました。これは、主として、現金及

び預金が２億67百万円、商品及び製品が95百万円、仕掛品が37百万円それぞれ増加し、受取手形、売掛金及び契約

資産が32億22百万円減少したことによるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて1.5％減少し、69億30百万円となりました。これは主として、有形固定資

産が46百万円、無形固定資産が41百万円、投資その他の資産が16百万円それぞれ減少したことによるものでありま

す。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて12.2％減少し、209億57百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて23.1％減少し、80億54百万円となりました。これは、主として、支払手

形及び買掛金が11億73百万円、電子記録債務が33百万円、未払法人税等が６億84百万円それぞれ減少したことによ

るものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて10.9％減少し、９億１百万円となりました。これは、主として長期借入

金が78百万円減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて22.0％減少し、89億56百万円となりました。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて3.0％減少し、120億１百万円となりました。これは、主として利益剰余金

が３億73百万円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年５月８日に公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,484,345 5,751,407

受取手形、売掛金及び契約資産 7,640,462 4,418,183

電子記録債権 1,064,921 1,060,186

有価証券 30,000 30,000

商品及び製品 1,680,345 1,776,156

仕掛品 268,131 305,881

原材料及び貯蔵品 545,532 540,466

その他 113,700 147,129

貸倒引当金 △4,325 △2,611

流動資産合計 16,823,114 14,026,800

固定資産

有形固定資産

土地 2,352,709 2,352,709

その他（純額） 2,675,530 2,628,867

有形固定資産合計 5,028,240 4,981,577

無形固定資産

のれん 447,320 424,954

顧客関連資産 292,000 273,750

その他 163,951 163,497

無形固定資産合計 903,271 862,201

投資その他の資産

投資有価証券 499,110 504,443

その他 724,023 701,843

貸倒引当金 △119,749 △119,540

投資その他の資産合計 1,103,384 1,086,746

固定資産合計 7,034,896 6,930,525

資産合計 23,858,011 20,957,325

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,734,709 1,561,182

電子記録債務 1,138,013 1,104,322

短期借入金 3,104,400 3,104,400

未払法人税等 896,072 211,792

賞与引当金 363,672 513,760

その他 2,236,751 1,559,165

流動負債合計 10,473,619 8,054,624

固定負債

長期借入金 313,600 235,000

退職給付に係る負債 170,079 171,632

その他 528,046 494,746

固定負債合計 1,011,725 901,379

負債合計 11,485,345 8,956,003
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 800,000 800,000

資本剰余金 802,614 802,614

利益剰余金 10,568,720 10,195,631

自己株式 △2,659 △2,659

株主資本合計 12,168,675 11,795,587

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 254,098 257,882

退職給付に係る調整累計額 △64,292 △62,321

その他の包括利益累計額合計 189,805 195,560

非支配株主持分 14,184 10,174

純資産合計 12,372,666 12,001,321

負債純資産合計 23,858,011 20,957,325
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

売上高 4,367,697 4,478,304

売上原価 2,613,319 2,722,737

売上総利益 1,754,378 1,755,566

販売費及び一般管理費 1,275,688 1,271,265

営業利益 478,689 484,301

営業外収益

受取利息 100 129

受取配当金 11,190 13,526

鉄屑処分収入 7,355 12,042

利用分量配当金 47,647 32,631

貸倒引当金戻入額 2,286 1,922

保険解約返戻金 6,485 4,543

その他 27,192 25,407

営業外収益合計 102,257 90,203

営業外費用

支払利息 9,388 10,869

その他 5,878 3,262

営業外費用合計 15,266 14,132

経常利益 565,680 560,372

税金等調整前四半期純利益 565,680 560,372

法人税、住民税及び事業税 196,549 212,974

法人税等調整額 △9,213 △8,646

法人税等合計 187,336 204,327

四半期純利益 378,344 356,044

非支配株主に帰属する四半期純利益 7,662 989

親会社株主に帰属する四半期純利益 370,681 355,055
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

四半期純利益 378,344 356,044

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △73,336 3,783

退職給付に係る調整額 △1,009 1,970

その他の包括利益合計 △74,345 5,754

四半期包括利益 303,998 361,799

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 296,335 360,809

非支配株主に係る四半期包括利益 7,662 989
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。



ヤマウホールディングス株式会社(5284) 2026年３月期 第１四半期決算短信

9

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

コンクリート
製品製造・販
売事業

水門・堰の製
造及び施工並
びに保守事業

地質調査・コ
ンサルタント
業務及び土木
工事事業

橋梁・高架道
路用伸縮装置
の 製 造 ・ 販
売・設置工事
事業

コンクリート
構 造 物 の 点
検・調査、補
修工事事業

売上高

一時点で移転される財 2,607,071 ― ― 120,345 ―

一定の期間にわたり移転
される財

― 695,712 341,662 508,016 53,032

顧客との契約から生じる
収益

2,607,071 695,712 341,662 628,361 53,032

その他の収益 ― ― ― ― ―

外部顧客への売上高 2,607,071 695,712 341,662 628,361 53,032

セグメント間の内部売上
高又は振替高

― ― ― ― ―

計 2,607,071 695,712 341,662 628,361 53,032

セグメント利益又は損失
（△）

429,877 36,627 △5,928 13,970 △47,602

(単位：千円)

情報機器の販
売及び保守事
業

不動産事業
調整額
（注）1

四半期連結損
益計算書計上
額
（注）2

売上高

一時点で移転される財 23,959 ― ― 2,751,377

一定の期間にわたり移転
される財

― ― ― 1,598,424

顧客との契約から生じる
収益

23,959 ― ― 4,349,801

その他の収益 ― 17,895 ― 17,895

外部顧客への売上高 23,959 17,895 ― 4,367,697

セグメント間の内部売上
高又は振替高

5,440 51,000 △56,440 ―

計 29,400 68,895 △56,440 4,367,697

セグメント利益又は損失
（△）

6,852 39,815 5,076 478,689

（注）1.セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

2.セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

コンクリート
製品製造・販
売事業

水門・堰の製
造及び施工並
びに保守事業

地質調査・コ
ンサルタント
業務及び土木
工事事業

橋梁・高架道
路用伸縮装置
の 製 造 ・ 販
売・設置工事
事業

コンクリート
構 造 物 の 点
検・調査、補
修工事事業

売上高

一時点で移転される財 2,753,252 ― ― 142,985 ―

一定の期間にわたり移転
される財

― 741,257 432,366 285,361 54,817

顧客との契約から生じる
収益

2,753,252 741,257 432,366 428,346 54,817

その他の収益 ― ― ― ― ―

外部顧客への売上高 2,753,252 741,257 432,366 428,346 54,817

セグメント間の内部売上
高又は振替高

― 7,644 ― ― ―

計 2,753,252 748,901 432,366 428,346 54,817

セグメント利益又は損失
（△）

526,002 △18,344 45,941 △80,275 △37,178

(単位：千円)

情報機器の販
売及び保守事
業

不動産事業
調整額
（注）1

四半期連結損
益計算書計上
額
（注）2

売上高

一時点で移転される財 50,191 ― ― 2,946,428

一定の期間にわたり移転
される財

― ― ― 1,513,803

顧客との契約から生じる
収益

50,191 ― ― 4,460,231

その他の収益 ― 18,072 ― 18,072

外部顧客への売上高 50,191 18,072 ― 4,478,304

セグメント間の内部売上
高又は振替高

5,114 51,000 △63,758 ―

計 55,305 69,072 △63,758 4,478,304

セグメント利益又は損失
（△）

5,901 40,769 1,485 484,301

（注）1.セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

2.セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

減価償却費 156,378千円 164,581千円

のれんの償却額 22,366千円 22,366千円
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

２０２５年８月８日

ヤマウホールディングス株式会社

取締役会 御中

EY新日本有限責任監査法人

福岡事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 福 本 千 人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 廣 住 成 洋

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているヤマウホールディングス株式会社の２０２５年４月

１日から２０２６年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（２０２５年４月１日から２０２５年６

月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（２０２５年４月１日から２０２５年６月３０日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期

中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適

用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責

任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。
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監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。


